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法人における後見支援員の役割に
関する研究

　助成事業の概要

目的：後見支援員の実態を把握するとともに、後
見支援員を定義づけするような後見支援員の構成
要素を明らかにすることを目的とします。

時期：アンケート　7月～ 8月
ヒアリング　11月～ 12月

内容：アンケート　後見支援員の有無、被後見人
の受任件数、体制等
ヒアリング　アンケート調査を基に具体的な内容
を掘り下げてお伺いしました。

　事業の成果

　本調査により後見支援員の可能性や課題を明ら
かにすることができました。特にヒアリング調査
では具体的な内容まで聞くことができ、有用な資
料となりました。
　当初は後見支援員の役割を明らかにすることを
目指していましたが、調査を進める中で後見支援
員は所属法人の指示にそって活動する存在であ
り、法人がどのような役割を期待しているか、どの
ような体制を構築しているかによって大きく果た
す役割が異なることに気づきました。何の条件も
なく後見活動のみを実施できるのであれば、問題
は発生しませんが、法人（特にＮＰＯ法人）として
運営という側面も有し、予算や人材確保、他事業
との関係性等さまざまな条件を考慮する必要がで
てきます。その中でも後見活動の質を確保する取

り組みはどの法人も苦慮していることがわかり
ました。特に被後見人の財産の管理には細心の注
意を払っています。

　成果の広報、公表

　成果は「後見支援員に関する調査報告書」とし
てまとめました。報告書は 50 部作成しており、関
係機関やアンケートおよびヒアリング調査でお世
話になった団体や報告書を希望する団体に順次配
布しています。　
　また、当法人のホームページにおいても公表し
ています。結果の概要は当法人が発行している機
関紙において報告する予定です。

　今後の展開

　法人成年後見人のメリットの１つは継続性にな
ります。今年度は継続性を担保する人材として後
見支援員について調査を行いましたが、結論とし
て法人体制にたどり着きました。
　今後はもう一度、後見支援員に着目し、後見活動
を継続していくためのモチベーションの維持につ
いて調査研究を行っていく予定です。


